
 

- 1 - 

平成１６年度 特色ある大学教育支援プログラム 申請書作成・記入要領 
 

平成１６年度「特色ある大学教育支援プログラム」の特色ある取組等の選定のための審査は、

各大学、短期大学から提出される申請書をもとに行われます。申請書は、以下の一般的留意事

項並びに申請書の作成・記入方法にしたがって作成してください。 

なお、申請書提出後の差し替えや訂正は認めません。 

 

 

Ⅰ 一般的留意事項について 

（1）平成 16 年度「特色ある大学教育支援プログラム」申請書は、この作成・記入要領に基

づいて作成してください。 

（2）申請書は、原則として、パソコン（またはワープロ）を使用し、以下の書式に合わせて

作成してください。 

       

判の大きさ Ａ４判（縦長） 

文字の大きさ  １１ポイント 

１行あたり文字数 ４０字 

１ページあたり行数 ４０行 

文字方向 横書き 

 

（3）（様式２）は、４つの設問項目について、６ページ以内で記述してください。なお、項

目毎に改ページする必要はありません。 

（4）（様式２）では、必要に応じて図表や写真等を組入れても構いません。但し、その場合

は、上記（3）で定められたページ数内で行ってください。 

（5）（様式３）は、２ページ以内に収めてください。 

  また、（様式３）の書式は、（様式２）に合わせる必要はありません。 

（6）申請書は、必ず表裏の両面を使って作成し、それぞれにページを付してください。また、

申請書は、左横をのり付けして見開きの体裁にしてください。 

なお、作成にあたっては、所定の様式の改変（項目の順番入れ替え等）はできません。 

（7）複数の大学または短期大学が共同で行う取組の申請の場合、主となる一つの大学・短期

大学が申請書を作成してください。 

 

Ⅱ 平成16年度「特色ある大学教育支援プログラム」申請書の作成・記入方法について 

１ 大学または短期大学が単独で申請する場合 

（1）「整理番号」欄には、記入しないでください。 

（2）「申請区分」欄には、「１」に○印を付けてください（手書きでも可）。 

（3）「設置形態」欄には、該当の番号に○印を付けてください（手書きでも可）。 
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（4）「大学・短期大学名」欄には、大学名または短期大学名を記入してください。なお、本

年４月より校名変更を行う大学、短期大学は、新名称を記入するとともに旧名称も（ ）

書きで記入してください。 

（5）「所在地」欄には、大学または短期大学の本部キャンパスの郵便番号と住所を記入して

ください。 

（6）「設置者」の欄には、設置機関名を記入してください（国立大学は「国」、公立大学は地

方自治体等の名称、私立大学は学校法人の名称を記入してください）。 

（7）「学長の氏名」の欄には、学長の氏名を記入し、氏名にふりがな（ローマ字表記）を付

してください。 

（8）「応募テーマ」の欄には、以下のテーマ例のうちから該当するものを選んで、その番号

を記入してください（独自にテーマを設定する場合、番号は「１」としたうえで、（ ）

内に設定するテーマ名を記入してください）。 

１ 主として総合的取組に関するテーマ 

２ 主として教育課程の工夫改善に関するテーマ 

３ 主として教育方法の工夫改善に関するテーマ 

４ 主として学生の学習及び課外活動への支援の工夫改善に関するテーマ 

５ 主として大学と地域・社会との連携の工夫改善に関するテーマ 

（9）「取組名称」の欄には、申請する取組の内容を端的に表す名称を２０字以内で記入して

ください。２０字以内で表すことが困難な場合は、別に副題を添えても構いませんが、

主たる取組名称は、必ず２０字以内で表記してください。 

（10）「取組開始時期」の欄には、申請する取組を実際に開始した年月を記入してください。 

（11）「申請単位」の欄には、申請する取組がどのような単位で行われているかについて記入

してください（例えば、大学全体、短期大学全体、学部単位、学科単位（短期大学の場

合）、大学院研究科単位、キャンパス単位など）。 

（12）「申請担当者」とは、申請する取組において中心的役割を果たしている方で、申請書の

内容について責任をもって対応できる方を指します。したがって、後に、申請する取組

がヒアリング対象となった場合、原則、申請担当者がその取組について具体的説明を行

うことになります。 

①「所属部局」の欄には、申請担当者の所属する部局名を記入してください。 

②「職名」の欄には、申請担当者の職名を記入してください。 

③「氏名」の欄には、申請担当者の氏名を記入してください。 

④「電話番号」の欄には、申請担当者の勤務先の電話番号の他、休日等に対応するため

自宅（又は携帯）の電話番号を併せて記入してください。 

（13）「事務担当者連絡先」の欄には、必ず連絡がとれる担当者（課長又は係長相当職の方）

の氏名及び連絡先等を、様式にしたがって記入してください。なお、「電話番号」の欄

には、勤務先の他、休日等に対応するため自宅（又は携帯）の電話番号を併せて記入し

てください。 
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（14）（様式１-１）「１ 大学・短期大学の基礎情報」について 

（様式１-１）は、大学または短期大学が単独で申請する場合のもので、複数の大学

または短期大学が共同で申請する場合は（様式１-２）「１ 複数の大学または短期大学

が共同で行う取組の基礎情報」を使用してください。 

①「（1）大学・短期大学の特色（概要）」の欄には、大学が掲げる理念・目的、大学･

短期大学全体としての特色などを、８００字以内で記述してください。 

②「（2）大学・短期大学の規模」の項目には、平成15年５月１日現在（前年度）のデ

ータに基づき下記の要領にしたがって記入してください。なお、本年４月に開設予

定の学部、大学院研究科、学科等がある場合、既存の部局の後に（ ）書きで記入

してください。但し、「在籍学生数」、「専任教員数」は記入する必要はありません。 

○ 「学部等名、研究科等名または学科名」の欄には、大学の場合は、学部等名並

びに大学院研究科等名をすべて記入してください。また、短期大学の場合は、

学科名をすべて記入してください。 

○ 「学科（課程）数、専攻数」の欄には、大学の場合は、学部等、研究科等毎に

学科（課程）数、専攻数を記入してください。短期大学の場合は、空欄にして

ください。 

○ 「収容定員数」、「在籍学生数」、「専任教員数」の欄には、学部等、研究科等毎

にそれぞれ記入し、最後に合計を入れてください。 

（15）（様式２）「２ 取組について」について 

（様式２）は、大学または短期大学が単独で申請する場合、複数の大学または短期大

学が共同で申請する場合、いずれにも共通するものです。 

①「（1）取組の内容について」の欄には、申請する取組の全体像を記述の上、この取組

の実施体制や実施プロセスについて具体的に記述してください。その際、例えば以

下の事項の中から適宜記述することも考えられます。 

・この取組を実施するに至った動機や背景は何か。 

・この取組の目的・目標と大学、短期大学等の理念・目的との間にどのような

連関性があるか。 

・この取組を実施していく中で、どのような問題に直面し、それをどのように

解決してきたか。 

・この取組に対し、教職員や学生はどのように関与しているか。 

・この取組に対する学内の支援体制（ＦＤ活動、経費面を含む）は、どのよう

になっているか、など。 

②「（2）取組の特色性について」の欄には、この取組の何が特色か、また、どの部分を

優れていると判断しているかについて具体的に記述してください。 

③「（3）取組の有効性について」の欄には、この取組により、どのような教育上の効果

が上がったかについて、具体的に記述してください。また、学生および教職員は、

この取組をどのように捉え、評価しているかについて具体的に記述してください。 
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本プログラムを契機に一層の発展を目指そうとする新たな試みの申請の場合は、

その新たな試みの基盤となる取組の実績、新たな試みに期待される効果、教育効果

を測定する評価方法等について具体的に記述してください。 

④「（4）将来展望について」の欄には、この取組に関する今後の実施計画、将来展望等

について具体的に記述してください。その際、現時点での課題や将来想定される課

題、また、その対応方策について具体的に記述してください。 

（16）（様式３）「データ、資料等」について 

「データ、資料等」の欄には、「２ 取組について」に記述された内容を示すデータ

や資料を取りまとめ、出典を付して記述または貼付してください。 

 

２ 複数の大学または短期大学が共同で申請する場合 

（1）「整理番号」欄には、記入しないでください。 

（2）「申請区分」欄には、「２」に○印を付けてください（手書きでも可）。 

（3）「設置形態」欄には、主となる１つの大学または短期大学の該当する設置形態の番号に

○印を付けてください（手書きでも可）。 

（4）「大学・短期大学名」欄には、申請する取組に関わるすべての大学・短期大学の名称を

記入してください。記入欄に収まらない場合は、記入欄に「別紙参照」とし、申請する

取組に関わるすべての大学・短期大学名を掲載した別紙を、申請書の一番最後に添付し

てください。なお、本年４月より校名変更を行う大学、短期大学がある場合、新名称を

記し、併せて旧名称も（ ）書きで記入してください。 

（5）「所在地」欄には、申請する取組の事務局の郵便番号と住所を記入してください。特に

事務局を置いていない場合は、主となる大学または短期大学の本部キャンパスの郵便番

号と住所を記入してください。 

（6）「設置者」の欄には、主となる大学または短期大学の設置機関名を記入してください（国

立大学は「国」、公立大学は地方自治体等の名称、私立大学は学校法人の名称を記入し

てください）。 

（7）「学長の氏名」の欄には、申請する取組の代表者名を記入し、氏名にふりがな（ローマ

字表記）を付してください。特に代表者を設けていない場合は、主となる大学または短

期大学の学長の氏名を記入し、氏名にふりがな（ローマ字表記）を付してください。 

（8）「応募テーマ」の欄には、以下のテーマ例のうちから該当するものを選んで、その番号

を記入してください（独自にテーマを設定する場合、番号は「１」としたうえで、（ ）

内に設定するテーマ名を記入してください）。 

１ 主として総合的取組に関するテーマ 

２ 主として教育課程の工夫改善に関するテーマ 

３ 主として教育方法の工夫改善に関するテーマ 

４ 主として学生の学習及び課外活動への支援の工夫改善に関するテーマ 

５ 主として大学と地域・社会との連携の工夫改善に関するテーマ 
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（9）「取組名称」の欄には、申請する取組の内容を端的に表す名称を２０字以内で記入して

ください。２０字以内で表すことが困難な場合は、別に副題を添えても構いませんが、

主たる取組名称は、必ず２０字以内で表してください。 

（10）「取組開始時期」の欄には、申請する取組を実際に開始した年月を記入してください。 

（11）「申請単位」の欄には、申請する取組がどのような単位で行われているかについて、例

えば、大学全体、短期大学全体、学部単位、学科単位（短期大学の場合）、大学院研究

科単位、キャンパス単位などを記入してください。 

（12）「申請担当者」とは、申請する取組において、主となる大学または短期大学の中心的役

割を果たしている方で、申請書の内容について責任をもって対応できる方を指します。

したがって、後に申請する取組がヒアリング対象となった場合、原則として、申請担当

者がその取組について具体的説明を行うことになります。 

①「所属部局」の欄には、申請担当者の所属する部局名を記入してください。 

②「職名」の欄には、申請担当者の職名を記入してください。 

③「氏名」の欄には、申請担当者の氏名を記入してください。 

④「電話番号」の欄には、申請担当者の勤務先の電話番号の他、休日等に対応するため

自宅（又は携帯）の電話番号を併せて記入してください。 

（13）「事務担当者連絡先」の欄には、必ず連絡がとれる担当者（課長又は係長相当職の方）

の氏名及び連絡先等を、様式にしたがって記入してください。なお、「電話番号」の欄

には、勤務先の他、休日等に対応するため自宅（又は携帯）の電話番号を併せて記入し

てください。 

（14）（様式１-２）「１ 複数の大学または短期大学が共同で行う取組の基礎情報」について 

（様式１-２）は、複数の大学または短期大学が共同で申請する場合のもので、大学

または短期大学が単独で申請する場合は（様式１-１）「１ 大学・短期大学の基礎情報」

を使用してください。 

①「この取組に参加する大学の規模」の欄は、平成15年５月１日現在（前年度）のデ

ータに基づき下記の要領にしたがって記入してください。なお、本年４月に開設予

定の学部、大学院研究科、学科等は含めないでください。 

○ 「大学名または短期大学名」の欄には、申請する取組を行う大学または短期大

学の名称をすべて記入してください。なお、本年４月より校名変更を行う大学、

短期大学は、新名称を記入するとともに旧名称も（ ）書きで記入して下さい。 

○ 「学部等数（研究科等数）または学科数」の欄には、大学は、設置している学

部等数を記入してください。また、大学院研究科等を設置している場合は、そ

の研究科等数を学部等数の隣に（ ）で記入してください。短期大学は、設置

している学科数を記入してください。 

○ 「収容定員数」、「在籍学生数」、「専任教員数」の欄には、大学または短期大学

毎にそれぞれの合計を記入してください。また、大学院研究科等を設置してい

る場合は、「学部等数（研究科等数）または学科数」の欄に倣い、該当する数

字を（ ）で記入してください。 



 - 6 - 

（15）（様式２）「２ 取組について」について 

（様式２）は、大学または短期大学が単独で申請する場合、複数の大学または短期大

学が共同で申請する場合、いずれにも共通するものです。 

①「（1）取組の内容について」の欄には、申請する取組の全体像を記述の上、この取組

の実施体制や実施プロセスについて具体的に記述してください。その際、例えば以

下の事項の中から適宜記述することも考えられます。 

・この取組を実施するに至った動機や背景は何か。 

・この取組の目的・目標は何か。 

・この取組を実施していく中で、どのような問題に直面し、それをどのように

解決してきたか。 

・この取組に対し、各大学、短期大学の教職員や学生はどのように関与してい

るか。 

・この取組に対する支援体制（ＦＤ活動、経費面を含む）はどのようになって

いるか、など。 

②「（2）取組の特色性について」の欄には、この取組の何が特色か、また、どの部分を

優れていると判断しているかについて具体的に記述してください。 

③「（3）取組の有効性について」の欄には、この取組により、どのような教育上の効果

が上がったかについて、具体的に記述してください。また、学生および教職員は、

この取組をどのように捉え、評価しているかについて具体的に記述してください。 

本プログラムを契機に一層の発展を目指そうとする新たな試みの申請の場合は、

その新たな試みの基盤となる取組の実績、新たな試みに期待される効果、教育効果

を測定する評価方法等について具体的に記述してください。 

④「（4）将来展望について」の欄には、この取組に関する今後の実施計画、将来展望等

について具体的に記述してください。その際、現時点での課題や将来想定される課

題、また、その対応方策について具体的に記述してください。 

（16）（様式３）「データ、資料等」について 

「データ、資料等」の欄には、「２ 取組について」に記述された内容を示すデータ

や資料を取りまとめ、出典を付して記述または貼付してください。 

 

以上 


